
















   

二木 昭人  

大学院数理科学研究科 教授 

 東京工業大学から 10 月 1 日に着任いたしました。駒場に定期的に通うのは学部 1,2 年生の時（1973〜1975）

以来で、40 年近く前以来です。その頃は、オイルショック、狂乱物価、トイレットペイパー騒動のころでした。

私が入学した時の半年の授業料は 1万 8千円でしたが、2 年前に入学した人たちの授業料は 6千円でしたから、

物価上昇が如何にひどかったか想像できると思います。大学紛争はほぼ終息していましたが、時々過激派が駒場

寮あたりでゲバ棒を持って追いかけっこをしているのを見たというのを聞いたことがありました。しかし、私は

見たことはありませんでした。今年は日中国交回復 40 年と聞きますので、それも大学入学前年のことというこ

とになります。 

 今年は数理科学研究科の 20 周年でしたので、今から顧みて半分くらいの前の年に創立されたということにな

ります。私には、創立前の 20年の方が、創立後の 20年よりずっと長いように感じられますが、それは東大に来

た頻度の差のせいでしょう。 

 新任としてはかなり年を取っていて、鮮度が悪くて申し訳ありませんが、精一杯頑張りますので、どうかよろ

しくお願い致します。 

 
Antonio Siconolfi  

大学院数理科学研究科 特任教授 

I was born in a small town in the south east part of Italy called Lecce, and did all my mathematical studies 
in Rome, at that time there was just one university there. I am presently professor of Mathematical Analysis 
at La Sapienza Università di Roma. 
 I have been working since a long time in Viscosity Solutions Theory; this brought me in contact with the 

Japanese school investigating the same subject, which is actually worldwide known and appreciated. It has 
been founded by Professor Hitoshi Ishii of Waseda University in the early stage of the theory, and includes 
prestigious representatives as Professor Yoshikazu Giga of the University of Tokyo.  
 I had therefore the opportunity of visiting several time Japan and, beyond discussing interesting 
mathematics, I enjoyed the country, culture, food and people. I have been pleased to accept the invitation of 
Professor Giga to visit for four months the Graduate School of Mathematical Sciences of the University of 
Tokyo. 
Presently my mathematical interests are focused on Weak KAM theory and its impact in the analysis of 

Hamilton--Jacobi equations. The topic includes homogenization problems as well as study of long--time 
behavior of solutions to time--dependent equations, and can be have non Hamiltonian applications in 
stabilization of multivalued dynamics and construction of smooth time functions in Lorentzian geometry.  
During my stay in Tokyo I have given a series of lectures on these subjects. They have been nicely 

complemented by a meeting organized by Professors Giga, Ishii and myself in January 2013 where, among 
other things, Professor Albert Fathi from ENS-Lyon has lectured on Weak KAM theory from a dynamical 
viewpoint and Professor Andrea Davini from my same University on new developments of Weak KAM for 
weakly coupled systems. 
 I have been very positively impressed by mathematical quality and intellectual vivacity of young people 
gathered around Professor Giga, which have attended all these activities. 



 I hope to come again. 

 
Siegfried Boecherer  
大学院数理科学研究科 特任教授 

I came to Japan for the first time in 1988 as a research fellow at Rikkyo University. After that, I visited 
Japan many times, on average I come here two times per year to attend meetings of my scientific 
community.  

My main scientific interest is in modular forms in several variables, this is an area of number theory with 
strong tradition in Japan. In fact, over the years I had 12 joint papers with 9 different Japanese collegues. I 
wrote several papers on the basis problem for modular forms and on integral representations for L-functions 
and at present I work on p-adic Siegel modular forms, on growth properties of Fourier coefficients and on 
Eisenstein series of small weight.  

My scientific education was at the universities in Freiburg and Bonn (Germany); after years in Goettingen 
and College Park (USA), I am a professor in Mannheim since 1990. I was a member of IAS (Princeton) in 
1999/2000 and had research stays at Tata Institute (Mumbai), MSRI (Berkeley), Fields Institute (Toronto), 
Waseda University and Institut Fourier Grenoble (regularly). 

I am very pleased to have an opportunity to give lectures on Siegel modular forms during my guest 
professorship here at Todai. At the same time I can finish some projects and can think freely about new 
things, and have scientific interchange with number theorists throughout Japan. 

 
David Kerr  
大学院数理科学研究科 特任准教授 

This is my third longer term visit to the Graduate School of Mathematical Sciences at the University of 
Tokyo. I was here for one year in 2001-2002 as a postdoctoral fellow supported by NSERC (Canada) and 
again in 2004-2005 as a JSPS postdoctoral fellow. I have also enjoyed a number of fruitful shorter terms 
academic visits to Japan. My background lies in the field of operator algebras, but I also work extensively in 
ergodic theory and topological dynamics and aim to bring novel operator-algebraic perspectives to these 
disciplines. Lately my work has focused on the concept of entropy for actions of sofic groups, and I have 
made several contributions to the development of its basic theory. Japan has a long and vibrant tradition in 
operator algebras and related subjects, and the University of Tokyo has provided me a highly stimulating 
environment for research in this direction. In the spring of 2013 I will teach a graduate course on entropy in 
dynamics and operator algebras. 
 

北山 貴裕  

大学院数理科学研究科 特任助教 

2012 年 12 月 16 日付けで博士課程教育リーディングプログラムの特任助教に着任致しました。（私の誕生日が

採用日であったことに小さな幸せを感じております。）2年前に本研究科において学位を取得した後、これまでは

京都大学数理解析研究所でポスドク研究員をしておりました。駒場キャンパスには学部生の頃から通っており、

数理科学研究棟を囲む懐かしい自然に心癒されると共に、この度、教員として職務にあたることに強く身が引き

締まる思いです。 

専門はトポロジーで、特に基本群が非可換に作用する被覆空間の情報から 3次元多様体のトポロジーを捉える



ことをテーマとして研究を行ってきました。基本群の線形表現のモジュライ空間やその上の関数と見做せるトー

ション不変量、一般モース理論の知識が研究の核となっております。また全く新しい核を創り上げることが一つ

の目標です。その上で、院生室やコモンルームで学生の皆さんが数学、研究について熱く議論している姿がとて

も刺激になります。皆さんとのコミュニケーションを通して、私も何か発見や感動のきっかけを提供、共有でき

れば大変嬉しいです。 

数理の皆さんが以前より変わらず暖かく接して下さることに心より感謝しております。慣れないことも多いで

すが、数理で教育・研究に励める大きな喜びと誇りを感じて、初心を忘れず、一歩一歩進んで行きたいと考えて

おります。お世話になりますが、何卒よろしくお願い申し上げます。 

 

寺澤 祐高  

大学院数理科学研究科 特任助教 

昨年の 12 月より特任助教を務めさせていただいております。それ以前は、こちらで日本学術振興会の特別研

究員を務めておりました。私のもともとの専門は、”実解析的手法による調和解析”という分野で、端的にいう

と、さまざまな関数空間において、積分作用素の評価を行う分野です。カルデロン・ジグムント分解、リトルウ

ッド・ペーリー分解などによって、函数を可算個に分解し評価を行い、それを総合するという手法を頻繁に用い

ます。現在は、実解析的手法を用い、流体現象を記述する基礎方程式の解析的研究を行っております。特に、最

近は、粉粒体、冪乗法則型流体などのナヴィエ・ストークス方程式を一般化した方程式により運動が記述できる

対象の研究に取り組んでおります。これらの方程式の解析のために新しい実解析的な道具を生み出せればよいと

考えておりますが、なかなか難しいというのが正直な感想です。最近では、研究上の必要性と興味から、確率論

関連のことにも取り組んでおり、その方面からも調和解析の研究や流体方程式の解析に寄与したいと考えており

ます。まだ、さまざまな点で未熟ですが、教育・研究に尽力して参る所存です。よろしくお願いいたします。 

 

津嶋 貴弘  

大学院数理科学研究科 特任助教 

1 月 1日付けで本研究科に特任助教として着任致しました。大学 3年生から博士課程を卒業後、GCOE特任研究

員まで、通算 8年間本研究科でお世話になりました。ここ一年半は九州大学のほうにお世話になっておりました

が、今回また本研究科に戻ってくることができたこと大変嬉しく思っています。 

これまでは学生であったり、研究員の立場であったのですが、これからは教員として演習も担当させて頂きま

すので試行錯誤しながら頑張って参りたいと思っております。 

ここ最近はルビン・テイト空間の安定還元の決定問題について研究を行って参りました。今後は、この研究を

推進することと何か新しい自分の研究課題を開拓することを当面の目標にして頑張って参りたいと思っており

ます。 

見かけましたら、気軽にお声をかけて頂ければ幸いです。宜しくお願い致します。 

   

上坂 正晃  

大学院数理科学研究科 特任助教 

今年の 1月 1日付で特任助教に着任しました、上坂と申します。学部時代からずっと駒場におり、特に数理に

は 10 年ほどいるので、役職だけが変わったというのが実際のところですが、心機一転頑張っていこうと思って

います。 



長いこと駒場にいると、色々な「変化」に気づきやすくなります。顕著なところでは建物の変化。私が入学し

た 2002 年は、駒場寮は既になくなっていたものの、今のアドミニストレーション棟の位置に教養の図書館があ

りましたし、食堂も今の 21 KOMCEE の位置にありました。(「グリスパ」という言葉を懐かしく思う人も多いと

思います。) 更に顕著な変化は学生会館で、昔は正直なところ「オンボロ」という言葉が適切な建物でしたが、

今は大変綺麗になりました。  

一方で、こうした変化を見ている観察者である私自身も、変化していると実感することもあります。毎年駒場

キャンパスには新入生が入ってきますが、最近は彼らを見ていると、「若さ」や「幼さ」を感じ取るようになっ

てきました。「若さ」を感じるということは、自分が歳をとっているという象徴でもありますし、「幼さ」を感じ

るということは、自分がより多くの経験を重ねていっているという象徴でもあります。 

自分も他人も、またそれらを取り巻く環境も常に変化しています。果たしてこれからまたどのように変化してい

くのか、恐ろしさもあり、楽しみでもあります。 

   

   

寺上 純代  事務補佐員 

9 月 1 日付で数理総務係に採用になりました寺上です。前職は放送大学にて大学院修士全科生コースの教務担

当として入学から修了まで学生サポートおよび先生方と研究指導関連で各種調整を行っておりました。いわゆる

大学の事務や総務業務は初めてのため色々とご迷惑をおかけすることもありますが、一日でも早くお役に立てる

よう頑張りますのでどうぞよろしくお願いいたします。 

 

高杉 薫 事務補佐員 

10 月より数理総務係に採用されました。リーディング大学院の事務を担当しております。これまではおもに映

画関係の仕事をしてまいりましたので、慣れない業務の連続で皆様に助けていただくばかりの毎日です。精一杯

努力いたしますので、これからもご指導をよろしくお願いいたします。京都出身のため、職場で関西弁が聞こえ

てくると懐かしくなります。お声掛けいただけると嬉しいです。 

 










